
●木造住宅耐震診断改修補助　150万円
耐震診断の補助金上限額を4万円から30万円に引き上
げます。

令和4年度 主な取り組み 新規・拡充した事業を中心に紹介します。

○子育て支援の充実　

医療・介護・福祉の充実

●誕生お祝い金　130万円　
利用率が低かった「子育て応援券」を廃止し、本市で誕
生した子どもに1万円のお祝い金を支給します。

●子育て支援センター委託　3,649万円　
親子で遊べ、子育て相談ができる地域子育て支援セン
ターを市内各町に整備し、子育て環境を充実します。

●保育所等保育士処遇改善　2,069万円　
国が実施する処遇改善事業や、新規に私立保育所等へ勤
める職員の「住宅補助」と「奨学金の返済支援」を行います。

●放課後等デイサービス　1億1,123万円　
就学中の障害児に生活能力向上のための訓練等、必要な支援を行います。

●放課後児童クラブ運営　9,130万円　
児童クラブの活用を促進し、保護者の仕事と育児の両
立を支援します。

○子育て医療の充実　
●乳幼児等医療費助成　6,833万円　
18歳までの乳幼児等の医療費の一部を助成します。

●ネウボラ　2,707万円　
妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を行います。

○健康づくり
●子宮頸がんワクチン接種　240万円　
小学6年生から高校1年生に積極的に推奨します。

●おたふくかぜワクチン接種　78万円　
就学前までのおたふくかぜワクチン接種費用の一部を
助成します。

○地域の文化・歴史・スポーツを活用した地域活性化

文化芸術の振興

●サンフレッチェ広島
　関連事業
　400万円　
サンフレッチェ広島は、令和4年に
「クラブ創立30周年」を迎えます。
連携を密にし、お互いにとって推進
力となれるよう関係を強化します。

●神楽による
　観光プロモーション事業
　2,045万円
「ひろしま安芸高田神楽」が持つ
魅力の発信を強化します。特に関
西地方での知名度を上げ、ブラン
ド力を高めます。

●元就郡山城入城500年
　プレ記念事業
　2,756万円　
令和5年は、毛利元就の郡山城入
城500年に当たります。記念行事や
歴史民俗博物館のリニューアル、
郡山登山道の整備を実施します。

○生涯学習の充実
●文化芸術施設振興　1億2,598万円　
文化センター、歴史民俗博物館を管理・運営します。

　

●スポーツ振興　2億7,419万円　　　　
吉田運動公園、サッカー公園、温水プール、B&G等を管理・運
営します。

○公共施設等の安全の確保
●観光振興施設改修　1,000万円
道の駅「北の関宿安芸高田」・土師ダム周辺施設等を改修します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●探究学習の推進　454万円　
“安芸高田協育”の推進施策である「未来チャレンジ探
究学習」を通じ、総合的な生きる力を高めます。

●学校規模適正化の推進
より良い学習環境の構築のため、中学校の統合に向け
た議論を進めます。

●教育のICT化推進　1億1,362万円　　
ICT支援員の配置や、電子黒板やタブレットを活用し、情
報活用能力を育成します。

●中学生検定公費負担　248万円　
生徒が興味・関心を持っている検定に主体的にチャレン
ジできるよう検定項目を増やし補助の対象とします。

●学校施設改修　1億7,970万円　
トイレの洋式化や照明のLED化など学校設備を改善しま
す。令和4年度で全小中学校のトイレ改修が完了する予定
です。

○学校教育の充実

教育の推進

●高校応援プロジェクト　200万円　
高校の魅力を高める取り組みとして、吉田高校と向原高
校を応援します。

●外国語サポーター配置　1,542万円
英語力の向上や異文化の理解を促すため、地域在住の外
国人や海外生活経験者をサポーターとして配置します。

●市学力調査　199万円　
個々の学力の定着状況や伸びを把握し、指導改善を行う
ための学力調査を行います（対象：小学1年生から中学2
年生）。

○新型コロナウイルス感染症対策
　JA吉田総合病院、市医師会等と連携した円滑な新型コロナウイルスワクチン接種や、公共施設における感染拡大
防止対策を引き続き講じます。

○安心・安全を守る取り組み

災害の復旧

　令和3年8月の大雨災害を契機に、対応する体制の工夫や、自主防災組織の支援に取り組み、災害への備えを拡充します。

危機への対応

●農地・農業用施設・土木施設等災害復旧　11億3,558万円
令和3年8月の大雨災害で被害を受けた農地、道路、河川等の復旧を進めます。

●危機管理監設立
危機事案に対する迅速化や平時の備えなど、市の危機管理体制をより一層強化するため令和4年度に新設しました。

●新型コロナウイルスワクチン接種　8,039万円

●高機能消防指令センター整備　728万円
大規模災害に対応できる消防指令センターシステムへ
の更新を準備します。

●映像通報システム整備　215万円
スマートフォンやドローンで災害状況を即時に消防指
令センターに伝送するシステムを導入します。

●救助用資機材充実強化　277万円
土砂災害対応資機材等を整備します。

●消防車両の更新　931万円
災害対応車両（指揮車1台）を更新します。

常備消防の機能強化

○地域医療体制の充実　 ○相互扶助による介護予防支援・
　障害者支援の充実●吉田総合病院への支援　1億2,300万円

休日夜間救急診療所への財政支援、救急医療への財政
支援、医療機器整備への支援を行います。

●介護予防支援・障害者支援　9億6,977万円
地域での介護予防支援、障害者基幹相談支援センター
の運営、障害福祉サービスの提供等を行います。
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●自主防災組織育成事業　96万円
防災資材の購入や防災訓練への補助、地域防災リー
ダーの養成講習会を行います。

●避難体制の構築　660万円
避難の呼び掛け体制を構築し、備蓄物資を購入します。

●消防団車両更新　2,210万円
小型ポンプ付積載車（2台）を更新します。

自主防災や避難体制の構築
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